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①二回深く頭を
　下げます（二拝）

参拝の作法

手水の作法

③一回深く頭を
　下げます（一拝）

②二回拍手をします（二拍手）

①右手で柄杓に水を汲み
左手にかけます。

②柄杓を左手に持ち替え、
右手に水をかけます。

③柄杓を右手に持ち替え、
左の手のひらに水を貯め、
口をすすぎます。

④もう一度左手に水をかけます。

⑤最後に柄杓を立てて残った水を
柄杓の柄に流してすすぎ、元の
位置に柄杓を戻します。

当
社
は
明
治
四
十
三
年
九
月
二
十
五
日
津
屋
城
竜
王
神
社
へ
竜
王
神
社
境
内
社
、
須
賀
領

田
村
算
所
黒
野
の
各
神
社
を
合
祀
の
上
中
原
神
社
と
称
し
た
。旱
魃
時
に
雨
乞
祈
願
を
し
、

五
坪
程
の
池
を
さ
ら
え
た
者
に
米
三
石
、
白
衣
一
枚
、
鍬
鎌
一
丁
を
与
え
た
。

●
中
原
神
社
①
豊
玉
彦
命

②
松
阪
市
嬉
野
津
屋
城
町
一
二
九
〇
ー
一
　
③
な
し

に ｰ４

な
か
は
ら

41

安
芸
地
区
（
二
十
六
社
）

創
立
年
代
不
詳
も
、
社
殿
造
替
の
最
も
古
い
棟
札
は
応
年
十
三
年
と
あ
り
、
五
百
年
以
上

の
歴
史
が
あ
る
。永
禄
年
間
、織
田
信
長
公
よ
り
太
刀
鎧
等
が
奉
納
さ
れ
る
。伊
勢
の
国
司
、

北
畠
氏
の
祈
願
社
と
し
て
奉
祀
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

●
上
野
神
社
①
譽
田
別
尊
　
外
二
十
柱

②
津
市
河
芸
町
上
野
三
一
六
三
　
③
〇
五
九
ー
二
四
五
ー
一
五
五
二

ろ ｰ５

う
え 

の

1
創
立
不
詳
も
、
明
治
四
十
一
年
四
月
、
上
野
神
社
へ
合
祀
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
里
人
達
の

強
い
希
望
に
よ
り
、
昭
和
三
年
に
お
旅
所
を
建
設
、
昭
和
二
十
六
年
三
月
十
五
日
、
神
社

本
庁
統
理
の
承
認
を
受
け
服
織
神
社
を
創
立
し
た
。

●
服
織
神
社
①
大
日
孁
貴
尊
　
外
五
柱

②
津
市
河
芸
町
久
知
野
一
七
八
一
　
③
〇
五
九
ー
二
四
五
ー
一
五
五
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
①
上
野
神
社
兼
用
）
ろ ｰ５

は 

と 

り

2
当
社
は
延
喜
式
内
社
で
、
千
里
ヶ
丘
中
尾
前
に
建
て
ら
れ
て
い
た
が
鎌
倉
時
代
後
期
に
現

在
地
に
移
っ
た
。
天
武
天
皇
よ
り
「
尾
前
土
宮
」
の
宮
号
を
賜
り
、
ま
た
後
鳥
羽
天
皇
よ

り
「
奄
藝
祓
所
」
の
称
号
を
受
け
る
。
獅
子
舞
は
津
市
民
族
無
形
文
化
財
に
指
定
。

●
尾
前
神
社
①
速
佐
須
良
比
咩
神
　
外
三
柱

②
津
市
河
芸
町
東
千
里
七
五
九
　
③
な
し

ろ ｰ５

 

お   

ざ
き

3
奈
良
、
春
日
大
社
の
分
霊
を
祀
る
。
明
治
四
十
一
年
、
尾
前
神
社
へ
合
祀
さ
れ
る
が
、
昭

和
二
年
に
尾
前
神
社
か
ら
分
祀
し
現
在
地
に
社
殿
を
建
立
。
尾
前
神
社
に
合
祀
さ
れ
て

あ
っ
た
八
雲
神
社
、
菅
原
神
社
、
金
刀
比
羅
神
社
、
山
神
社
も
分
祀
し
て
当
社
に
合
祀
。

●
春
日
神
社
①
天
児
屋
根
命
　
外
四
柱

②
津
市
河
芸
町
西
千
里
一
五
三
三
　
③
な
し

ろ ｰ５

か
す 

が

4

①御祭神名
②住所
③電話番号

平
城
天
皇
の
御
代
、
大
同
元
年
（
八
〇
六
年
）
に
東
海
道
観
察
使
が
彌
尼
神
社
を
創
建
。

文
禄
年
間
に
一
時
荒
廃
も
、
藤
堂
高
次
の
寄
進
で
再
興
。
明
治
十
二
年
の
造
営
時
、
瑞
垣

内
に
四
種
の
稲
が
自
生
し
た
。
通
称
い
ね
ふ
り
さ
ん
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

●
彌
尼
布
理
神
社
①
稲
倉
魂
命
　
外
九
柱

②
津
市
河
芸
町
大
字
北
黒
田
二
二
五
〇
　
③
な
し

ろ ｰ５

  

み   

に   

ふ   

り

5
創
立
年
不
詳
も
、
八
雲
、
宇
氣
比
を
奉
斎
し
て
い
た
。
以
来
、
七
百
年
の
間
に
十
数
回
に

及
び
社
殿
を
造
替
。
明
治
三
十
三
年
、
更
に
荘
厳
な
社
殿
を
建
立
し
て
合
祀
正
遷
宮
を
奉

仕
し
社
号
を
八
雲
神
社
と
改
称
し
た
。

●
八
雲
神
社
①
素
盞
嗚
命
　
外
五
柱

②
津
市
河
芸
町
赤
部
一
九
八
　
③
〇
五
九
ー
二
四
五
ー
一
五
五
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   （
①
上
野
神
社
兼
用
）

ろ ｰ５

  

や 

ぐ
も

9
古
く
か
ら
南
黒
田
の
産
土
神
と
し
て
尊
崇
を
集
め
て
き
た
。
正
一
位
日
天
八
王
子
大
明
神

と
称
え
て
祀
ら
れ
た
祠
を
基
と
す
る
。
著
名
な
六
ヶ
所
の
神
を
合
わ
せ
祀
っ
た
が
、
明
治

四
十
一
年
四
月
、
黒
田
神
社
と
単
称
し
た
。

●
黒
田
神
社
①
天
忍
穂
耳
尊
　
外
二
十
四
柱

②
津
市
河
芸
町
南
黒
田
一
六
四
九
　
③
〇
五
九
ー
二
四
五
ー
一
五
五
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
①
上
野
神
社
兼
用
）
ろ ｰ５

く
ろ 

だ

6
牛
頭
天
王
社
、
若
宮
八
幡
宮
、
住
吉
大
明
神
社
、
富
士
権
現
社
の
四
社
、
小
祠
三
祠
を

合
祀
し
て
、
三
行
神
社
と
単
称
し
た
。
明
治
四
十
年
九
月
二
十
七
日
の
事
で
あ
る
。

●
三
行
神
社
①
國
狭
槌
尊
　
外
十
一
柱

②
津
市
河
芸
町
三
行
二
六
二
三
　
③
〇
五
九
ー
二
四
五
ー
一
五
五
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
①
上
野
神
社
兼
用
）
ろ ｰ５

 

み  

ゆ
き

7
約
九
百
年
前
、
八
王
子
宮
を
建
て
、
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
た
。
後
、
廃
れ
、
大
工
の
善
太

郎
が
社
殿
を
造
替
。
以
来
十
三
回
の
造
替
に
及
び
、
今
日
の
社
殿
は
明
治
二
十
四
年
三

月
の
建
立
。
明
治
三
十
九
年
十
月
に
宇
氣
比
神
社
と
改
称
。

●
宇
氣
比
神
社
①
五
男
三
女
神
　
外
四
柱

②
津
市
河
芸
町
浜
田
一
三
二
二
　
③
〇
五
九
ー
二
四
五
ー
一
五
五
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
①
上
野
神
社
兼
用
）
ろ ｰ５

 

う    

き   

ひ

8

鎮
座
地
五
百
野
の
地
名
は
、
御
祭
神
の
景
行
天
皇
の
皇
女
五
百
野
久
須
姫
命
の
名
に
よ

る
。
皇
女
は
倭
姫
命
の
後
継
の
斎
王
と
し
て
伊
勢
に
奉
仕
、
都
へ
の
帰
途
、
こ
の
地
に

没
せ
ら
れ
た
と
伝
え
る
。
二
月
中
に
地
区
氏
子
に
よ
り
姫
宮
祭
を
奉
仕
す
る
。

●
高
宮
神
社
①
武
甕
槌
命
　
外
十
柱

②
津
市
美
里
町
五
百
野
八
七
三
　
③
な
し

は ｰ３

た
か
み
や

21
延
喜
式
内
社
で
あ
り
、
社
伝
に
よ
る
と
、「
元
禄
十
五
年
（
一
七
〇
二
）
遷
宮
ノ
際
、

北
野
天
満
宮
ヲ
併
祭
」
し
た
時
、
当
時
の
村
吏
で
あ
っ
た
草
生
庄
八
夫
妻
に
よ
っ
て
、

菅
原
文
草
一
部
及
び
天
神
像
一
体
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

●
比
佐
豆
知
菅
原
神
社
①
菅
原
道
眞
公
　
外
十
五
柱

②
津
市
安
濃
町
草
生
二
四
一
九
　
③
な
し

ろ ｰ４

  

ひ   

さ   

づ   

ち   

す
が
わ
ら

22
明
治
四
十
一
年
十
一
月
、
長
野
地
区
に
鎮
座
の
三
十
五
祠
の
御
祭
神
を
神
明
社
に
合
祀
。

「
長
野
神
社
」
と
単
称
し
た
。
安
濃
國
造
の
祖
や
長
野
氏
十
六
代
の
う
ち
三
柱
を
御
祭
神

と
し
、
境
内
社
「
英
霊
顕
彰
殿
」
の
御
祭
神
と
と
も
に
「
長
野
」
の
守
護
神
で
あ
る
。

●
長
野
神
社
①
大
日
孁
貴
命
　
外
十
五
柱

②
津
市
美
里
町
北
長
野
二
一
二
九
　
③
な
し

は ｰ３

な
が 

の

20
も
と
大
市
氏
の
氏
神
で
、
慶
長
十
六
年
に
建
立
し
、
村
の
氏
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
き
た
。

長
谷
山
の
麓
の
山
の
尾
根
に
あ
り
、
社
前
に
は
安
濃
川
の
支
流
穴
倉
川
が
流
れ
、
南
方
に

は
古
墳
群
も
あ
る
な
ど
古
代
集
落
や
そ
の
氏
神
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
に
あ
る
。

●
大
市
神
社
①
大
市
比
売
命
　
外
二
十
一
柱

②
津
市
安
濃
町
妙
法
寺
八
二
四
　
③
な
し

は ｰ４

お
お
い
ち

23
延
喜
式
神
名
帳
に
搭
載
の
阿
由
太
神
社
は
こ
の
社
で
は
な
い
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
昭
和

二
十
七
年
神
社
明
細
帳
に
は
、当
社
の
他
に
同
名
を
名
乗
る
神
社
は
な
い
。拝
殿
に
は
、「
正

一
位
聖
天
王
、
正
一
位
奥
大
明
神
」
に
併
記
し
た
扁
額
が
あ
る
。

●
阿
由
多
神
社
①
阿
由
太
神
　
外
二
十
五
柱

②
津
市
安
濃
町
安
濃
一
五
五
六
　
③
な
し

ろ ｰ４

 

あ    

ゆ   

た

24

社
名
は
、
承
応
年
間
（
一
六
五
二
）
大
旱
魃
に
見
舞
わ
れ
た
時
、
安
濃
地
区
と
の
水
争
い

が
生
じ
、
そ
の
際
、
一
身
を
犠
牲
に
し
て
当
区
の
た
め
に
水
利
の
便
を
図
っ
た
、
農
民
伊

蔵
の
名
を
後
世
に
残
す
た
め
に
こ
の
社
名
が
で
き
た
と
の
説
が
あ
る
。

●
伊
蔵
神
社
①
伊
邪
那
岐
命
　
外
四
柱

②
津
市
安
濃
町
粟
加
一
二
五
五
　
③
な
し

ろ ｰ４

 

い   

ぞ
う

26
境
内
に
は
、
昭
和
天
皇
に
哲
学
の
御
進
講
を
勤
め
た
、
郷
土
の
篤
学
紀
平
正
美
博
士
の

「
天
壌
無
窮
」
の
碑
が
あ
り
、
拝
殿
正
面
に
は
、
昭
和
三
十
七
年
に
第
十
代
伊
勢
神
宮

大
宮
司
坊
城
俊
良
殿
一
行
が
参
拝
さ
れ
、
謹
書
「
明
合
神
社
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

●
明
合
神
社
①
建
速
須
佐
之
男
命
　
外
八
柱

②
津
市
安
濃
町
粟
加
一
〇
四
八
　
③
な
し

ろ ｰ４

あ
け
あ
い

25

古
く
は
建
速
須
佐
之
男
命
を
祀
る
社
で
須
賀
神
社
と
称
し
た
。
明
治
四
十
二
年
、
安
西
地

区
全
域
の
村
社
・
無
格
社
を
須
賀
神
社
に
合
祀
し
安
西
神
社
と
な
る
。

●
安
西
神
社
①
建
速
須
佐
之
男
命
　
外
十
六
柱

②
津
市
芸
濃
町
萩
野
五
一
二
　
③
な
し

ろ ｰ４

あ
ん
さ
い

16
景
行
天
皇
三
年
、初
め
て
こ
の
地
に
金
山
彦
命
を
祀
っ
た
と
、『
伊
勢
惣
国
風
土
記
』
と
『
橋

本
家
文
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。『
延
喜
式
神
名
帳
考
証
』
に
は
、
美
濃
夜
は
「
水
之
祖
」

の
意
で
あ
る
と
し
て
、
祭
神
に
彌
都
波
能
賣
命
を
あ
げ
て
い
る
。

●
美
濃
夜
神
社
①
金
山
毘
古
神
　
外
二
十
四
柱

②
津
市
芸
濃
町
雲
林
院
二
七
五
〇
　
③
な
し

ろ ｰ３

 

み   

の    

や

17
事
忌
と
い
う
御
名
は
祭
神
の
御
忌
み
に
な
っ
た
事
に
よ
っ
て
名
付
け
た
社
号
。
伊
勢
津
彦

の
神
様
は
女
子
の
月
事
を
忌
み
給
う
こ
と
甚
だ
し
く
女
人
詣
る
者
な
し
。
社
地
の
東
南
に

「
コ
ト
ガ
メ
」
の
地
名
あ
り
。
事
忌
も
月
事
を
忌
み
給
う
よ
り
称
え
た
社
名
。

●
事
忌
神
社
①
建
速
須
佐
之
男
命
　
外
七
柱

②
津
市
芸
濃
町
林
九
九
〇
　
③
な
し

い ｰ４

こ
と
い
み

15
当
神
社
は
延
喜
式
内
社
で
、
河
内
の
首
等
祖
で
あ
る
天
穂
日
命
を
主
祭
神
と
し
て
い
る
。

落
合
か
ら
南
垣
内
に
至
る
道
に
「
古
社
」
と
い
う
地
名
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
は
、

こ
の
地
が
鎮
座
地
で
い
つ
の
頃
か
現
在
地
に
遷
座
さ
れ
た
。

●
小
川
内
神
社
①
天
穂
日
命
　
外
十
二
柱

②
津
市
芸
濃
町
河
内
二
五
五
三
　
③
な
し

ろ ｰ３

 

お   

が
わ
う
ち

18
当
社
の
前
身
は
辰
の
口
神
社
と
称
え
、
明
治
四
十
一
年
、
辰
水
地
区
の
各
神
社
を
合
祀
し
、

辰
水
神
社
と
単
称
。
合
祀
し
た
神
社
に
美
里
町
内
唯
一
の
延
喜
式
内
社
「
船
山
神
社
」
が

あ
り
、
船
山
地
区
の
人
は
今
も
「
式
内
さ
ん
」
と
呼
び
親
し
む
。

●
辰
水
神
社
①
鵜
草
葦
不
合
尊
　
外
二
十
四
柱

②
津
市
美
里
町
家
所
一
九
四
一
　
③
〇
五
九
ー
二
七
九
ー
三
〇
一
五

は ｰ４

た
つ
み
ず

19

創
立
不
詳
も
、
明
治
四
年
以
前
ま
で
八
王
子
大
明
神
と
し
て
崇
敬
厚
い
社
で
あ
っ
た
。
明

治
四
年
、
宇
氣
比
神
社
と
改
称
、
明
治
四
十
年
、
更
に
称
を
改
め
、
事
忌
神
社
と
し
た
。

か
つ
て
は
、
旧
正
月
十
一
日
、
弓
矢
神
事
を
奉
納
し
て
い
た
。

●
事
忌
神
社
①
多
紀
理
毘
賣
命
　
外
十
柱

②
津
市
河
芸
町
高
佐
五
七
九
　
③
〇
五
九
ー
二
四
五
ー
一
五
五
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
①
上
野
神
社
兼
用
）

ろ ｰ５

こ
と
い
み

10
当
社
は
、
も
と
延
喜
式
内
志
婆
加
支
神
社
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
明
治
四
十
五
年
、

林
地
区
を
除
く
旧
明
村
の
村
社
・
無
格
社
三
十
八
社
を
合
祀
し
て
明
神
社
と
単
称
。

●
明
神
社
①
饒
速
日
命
　
外
二
十
三
柱

②
津
市
芸
濃
町
楠
原
三
〇
三
　
③
な
し

い ｰ４

あ
き
ら

14
天
正
年
間
、
上
野
城
主
の
織
田
氏
を
慕
う
野
島
精
次
郎
が
領
主
と
な
り
牛
頭
天
王
を
勧
請

し
た
の
が
当
社
の
始
ま
り
と
伝
わ
る
。
紀
州
藩
主
よ
り
「
社
領
三
石
之
宮
地
」
の
寄
進
を

受
け
る
。
明
治
四
十
一
年
十
月
十
三
日
に
、
伊
奈
利
社
二
社
と
山
神
五
社
を
合
祀
。

●
八
雲
神
社
①
須
佐
之
男
命
　
外
二
柱

②
津
市
河
芸
町
中
別
保
一
八
七
四
　
③
な
し

ろ ｰ５

 

や  

く
も

11
弘
治
元
年
（
一
五
五
五
）、
三
井
治
郎
左
エ
門
高
次
と
高
治
が
、
江
州
佐
々
木
四
郎
高

綱
の
鎮
守
神
で
あ
る
牛
頭
天
王
を
勧
請
。
明
治
期
に
影
重
の
八
雲
神
社
を
合
祀
、
そ
の

後
、
影
重
地
区
へ
八
雲
神
社
を
分
祀
。
毎
年
七
月
に
奇
祭
「
ざ
る
や
ぶ
り
神
事
」
執
行
。

●
八
雲
神
社
①
須
佐
之
男
命
　
外
二
柱

②
津
市
河
芸
町
一
色
四
〇
九
　
③
な
し

ろ ｰ５

 

や  

く
も

12
一
二
〇
六
年
に
社
を
造
営
、
一
五
七
〇
年
に
諸
社
を
合
祀
し
て
、
椋
本
大
明
神
と
称
し
た
。

明
治
四
十
年
、
椋
本
地
内
の
十
四
社
を
合
祀
し
現
在
に
至
る
。
国
指
定
天
然
記
念
物
「
椋

本
の
大
椋
」
の
折
れ
枝
を
用
い
て
時
の
神
職
が
彫
製
し
た
獅
子
頭
一
口
が
あ
る
。

●
椋
本
神
社
①
天
穂
日
之
命
　
外
八
柱

②
津
市
芸
濃
町
椋
本
三
五
四
　
③
〇
五
九
ー
二
六
五
ー
二
一
三
八

ろ ｰ４

む
く
も
と

13

一
志
地
区
（
四
十
四
社
）

①御祭神名
②住所
③電話番号

稚
日
女
尊
は
天
照
大
御
神
の
御
妹
神
。
欽
明
天
皇
の
御
代
。
生
田
よ
り
御
勧
請
、
祠
を
造

営
し
祭
祀
を
行
い
長
く
こ
の
地
に
奉
斎
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
婦
人
の
守
護
神
。
紡
績
界

に
も
信
仰
が
深
い
。
航
海
の
神
、
海
の
守
り
の
神
と
し
て
の
信
仰
も
非
常
に
厚
い
。

●
香
良
洲
神
社
①
稚
日
女
尊

②
津
市
香
良
洲
町
三
六
七
五
　
③
〇
五
九
ー
二
九
二
ー
三
九
三
〇

に ｰ５

 

か    

ら    

す

27
延
喜
式
式
内
社
と
伝
え
ら
れ
る
古
社
。
出
口
延
経
の「
神
名
帳
考
証
」に
は「
多
奈
波
太
姫
」

と
あ
る
。「
星
合
神
社
」
と
も
親
称
さ
れ
る
当
神
社
は
七
夕
の
神
社
と
し
て
も
有
名
。「
勢

陽
五
鈴
遺
響
」
に
よ
れ
ば
、「
星
の
社
」
と
崇
敬
篤
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

●
波
氐
神
社
①
天
棚
機
姫
命
　
外
六
柱

②
松
阪
市
星
合
町
五
〇
七
　
③
な
し

に ｰ５

  

は   

で

28
創
建
年
代
は
不
詳
。
明
治
四
十
一
年
二
月
五
日
、
星
合
の
波
氏
神
社
に
合
祀
。
昭
和
三
年

四
月
、
氏
子
総
意
に
よ
り
元
の
社
地
に
分
祀
、
現
在
に
至
る
。
境
内
社
と
し
て
御
本
殿
の

右
側
に
は
井
宮
神
社
、
左
側
に
は
北
斗
七
星
社
が
鎮
座
す
る
。

●
八
雲
神
社
①
建
速
須
佐
之
男
命
　
外
二
柱

②
松
阪
市
笠
松
町
二
五
〇
・
二
五
〇
ー
一
　
③
な
し

に ｰ５

  

や 

く
も

29
文
化
元
年
九
月
、
五
主
新
田
開
発
の
時
よ
り
産
土
神
と
し
て
鎮
座
。
嘉
永
二
年
、
京
吉
田

家
に
請
う
て
豊
玉
彦
命
を
勧
請
。
明
治
四
十
二
年
五
月
、
星
合
の
波
氐
神
社
に
合
祀
。
昭

和
三
年
、
氏
子
総
意
に
よ
り
現
在
の
社
地
に
奉
還
、
現
在
に
至
る
。

●
綿
積
神
社
①
豊
玉
彦
命
　
外
一
柱

②
松
阪
市
五
主
町
一
一
五
三
　
③
な
し

に ｰ５

わ
た
つ
み

30

嘉
吉
三
年
蘇
原
城
主
天
花
寺
越
中
守
源
通
高
が
尾
張
国
津
島
よ
り
勧
請
し
て
之
を
祀
っ
た

が
、村
民
の
崇
敬
厚
く
天
正
の
頃
よ
り
須
賀
神
社
と
称
し
氏
神
と
し
た
。
明
治
四
十
一
年
、

十
二
の
神
社
を
合
祀
し
て
天
白
神
社
と
単
称
し
曽
原
の
地
に
建
立
さ
れ
た
。

●
天
白
神
社
①
建
速
素
戔
嗚
尊

②
松
阪
市
曽
原
町
八
九
〇
　
③
な
し

に ｰ５

て
ん
ぱ
く

31
当
社
は
、
応
永
八
年
六
月
十
四
日
勧
請
と
伝
え
ら
れ
牛
頭
天
王
と
称
し
た
の
を
、
明
治
元

年
須
賀
神
社
と
改
名
し
た
。
明
治
四
十
一
年
小
野
江
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
が
、
氏
子
の
志

し
篤
く
昭
和
二
十
六
年
神
社
本
庁
所
属
神
社
と
し
て
小
野
江
神
社
か
ら
分
祀
し
た
。

●
須
賀
神
社
①
建
速
素
盞
嗚
尊

②
松
阪
市
小
野
江
町
九
六
　
③
な
し

に ｰ５

 

す   

が

35
昔
、
建
速
須
佐
男
命
が
熊
野
か
ら
尾
張
の
宮
へ
お
度
り
に
な
る
折
こ
の
地
に
休
ま
れ
、「
父

の
大
神
が
必
ず
こ
こ
に
鎮
ま
り
ま
せ
」
と
宣
り
給
う
。
村
社
元
熊
野
神
社
へ
地
域
内
の
各

社
を
合
祀
し
て
現
在
の
米
ノ
庄
神
社
が
成
立
し
た
。

●
米
ノ
庄
神
社
①
米
ノ
庄
大
御
神

②
松
阪
市
市
場
庄
町
六
六
七
　
③
な
し

ほ ｰ５

よ
ね
の
し
ょ
う

32
昭
和
七
年
一
月
、
集
落
の
繁
栄
を
祈
念
し
伏
見
稲
荷
大
社
の
分
霊
を
勧
請
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

●
黄
金
塚
稲
荷
神
社
①
宇
賀
魂
命

②
松
阪
市
上
ノ
庄
町
一
二
一
　
③
な
し

ほ ｰ５

 

こ  

が
ね
づ
か
い
な  

り

33
往
古
、
八
王
子
社
と
称
す
。
明
治
元
年
に
勝
速
日
神
社
と
改
め
、
明
治
四
十
一
年
に
は
旧

小
野
江
村
の
十
二
社
を
合
祀
し
て
小
野
江
神
社
と
単
称
し
た
。
し
か
し
昭
和
二
十
六
年
そ

れ
ぞ
れ
の
小
字
に
お
い
て
氏
神
を
祀
る
志
篤
く
分
祀
し
た
。

●
小
野
江
神
社
①
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊

②
松
阪
市
小
野
江
町
二
九
七
　
③
〇
五
九
八
ー
五
六
ー
三
一
〇
九

に ｰ５

 

お   

の    

え

34

当
神
社
は
主
祭
神
（
火
雷
神
）
を
現
今
の
波
氐
神
社
奥
社
に
祭
っ
た
社
で
、
そ
の
起
源
は

明
ら
か
で
な
い
が
、
甚
だ
古
く
て
古
来
波
氐
村
民
の
産
土
神
と
し
て
尊
信
の
厚
い
延
喜
式

内
の
社
で
あ
る
。

●
波
氐
神
社
①
火
雷
神
　
外
二
十
五
柱

②
津
市
一
志
町
波
瀬
四
二
四
八
　
③
な
し

に ｰ３

  

は   

て

48
延
喜
式
内
社
・
郷
社
。
十
市
皇
女
が
伊
勢
へ
参
赴
の
節
、
こ
の
地
に
留
め
ら
れ
波
多
神
社

に
参
ら
れ
た
際
に
、
万
葉
集
「
河
の
上
の
」
が
詠
ま
れ
た
。
応
神
天
皇
の
代
、
波
多
八
代

宿
禰
一
族
の
氏
神
と
し
て
祀
ら
れ
「
龍
天
宮
」「
龍
天
大
明
神
」
と
も
称
え
ら
れ
る
。

●
波
多
神
社
①
天
水
分
神
　
外
五
柱

②
津
市
一
志
町
八
太
一
一
八
七
　
③
な
し

に ｰ４

  

は   

た

49
当
社
は
旧
号
八
王
寺
と
称
し
産
土
神
に
し
て
往
昔
よ
り
式
内
神
社
の
由
申
伝
え
、
明
治
三

年
神
社
取
調
の
節
、
元
津
藩
神
社
取
調
係
へ
申
出
た
る
処
証
拠
無
之
よ
り
八
王
子
又
は
八

柱
神
則
宇
気
比
の
条
に
よ
っ
て
宇
氣
比
神
社
と
改
称
す
る
。

●
宇
氣
比
神
社
①
八
柱
神
　
外
三
柱

②
松
阪
市
嬉
野
上
小
川
町
一
七
二
四
　
③
な
し

へ ｰ３

 

う   

き    

ひ

47
当
神
社
は
明
治
二
十
三
年
、
神
社
名
を
「
波
多
神
社
」
と
改
称
す
る
。
改
称
前
は
「
朝
明

の
神
祠
」
と
称
し
、
左
に
「
神
明
社
」
右
に
「
天
神
社
」
を
祀
る
。

●
波
多
神
社
①
大
日
孁
命
　
外
十
四
柱

②
津
市
一
志
町
庄
村
二
五
六
　
③
な
し

に ｰ４

  

は   

た

50
当
社
は
、
明
治
四
十
一
年
三
月
、
旧
中
郷
村
内
、
釜
生
田
・
森
本
・
日
川
・
滝
之
川
・
宮
野
・

矢
下
・
合
ヶ
野
・
岩
倉
の
各
神
社
を
宮
野
の
加
茂
神
社
に
合
祀
を
し
て
中
郷
神
社
に
な
っ

た
。
京
都
賀
茂
社
の
系
統
と
伝
え
ら
れ
る
。

●
中
郷
神
社
①
別
雷
神
　
外
九
柱

②
松
阪
市
嬉
野
宮
野
町
五
五
三
　
③
な
し

ほ ｰ４

な
か
さ
と

46

当
社
は
、
も
と
字
山
本
と
い
う
川
辺
に
鎮
座
さ
れ
た
が
、
度
々
洪
水
に
襲
わ
れ
、
そ
の
度

に
氏
子
等
が
防
禦
に
苦
労
し
た
。
そ
の
た
め
、字
杉
谷
の
奥
へ
遷
座
せ
ら
れ
た
と
伝
わ
る
。

最
古
の
棟
札
に
は
「
寛
永
十
四
年
丑
八
月
、
其
年
遷
座
候
也
、
不
詳
」
と
あ
る
。

●
住
吉
神
社
①
中
筒
男
命
　
外
十
柱

②
津
市
一
志
町
井
関
一
五
五
〇
　
③
な
し

に ｰ４

す
み
よ
し

52
北
畠
氏
の
家
臣
小
泉
左
近
が
当
地
に
居
住
し
て
お
り
、当
社
の
古
い
境
内
社
熊
野
神
社
は
、

小
泉
氏
の
鎮
守
神
で
あ
っ
た
。こ
の
里
は
豊
宇
氣
大
神
信
仰
で
あ
っ
た
が
、こ
れ
ら
の
神
々

を
村
の
鎮
守
神
と
し
て
氏
神
本
社
と
崇
め
、
祭
祀
を
奉
仕
す
る
こ
と
に
し
た
。

●
大
井
神
社
①
豊
宇
氣
比
賣
神
　
外
十
二
柱

②
津
市
一
志
町
大
仰
二
一
〇
九
　
③
な
し

に ｰ４

お
お 

い

53
当
地
区
で
は
、
昔
か
ら
菊
理
姫
神
を
氏
神
と
仰
い
で
、
隣
村
川
口
地
区
と
の
村
境
に
鎮

座
の
白
山
比
咩
神
社
を
信
仰
し
て
き
た
が
、
そ
の
万
靈
を
奉
じ
て
川
口
地
区
と
氏
子
分

離
し
て
祀
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

●
白
山
比
咩
神
社
①
菊
理
姫
神
　
外
二
柱

②
津
市
一
志
町
井
生
一
五
九
六
　
③
な
し

に ｰ３

し
ら
や
ま  

ひ   

め

54
当
地
区
の
人
々
は
も
と
も
と
、
山
王
社
を
信
仰
し
て
お
り
近
江
国
日
吉
に
座
す
大
山
咋
命

を
氏
神
と
崇
め
て
勧
請
し
た
と
い
う
。
明
治
維
新
を
機
に
、
山
王
権
現
社
を
日
吉
大
社
の

鎮
座
地
で
あ
る
大
津
市
坂
本
町
に
因
み
坂
本
神
社
と
改
称
し
た
。

●
坂
本
神
社
①
大
山
咋
命
　
外
一
柱

②
津
市
一
志
町
石
橋
二
四
三
・
二
四
三
ー
一
　
③
な
し

に ｰ３

さ
か
も
と

55
元
は
高
野
神
明
神
社
と
称
し
、
残
存
の
棟
札
に
は
天
正
十
九
年
に
神
殿
を
造
営
し
遷
御
を

奉
仕
し
て
い
る
。
当
社
は
往
古
よ
り
近
衛
殿
と
一
条
殿
の
祈
願
所
で
あ
っ
た
。
明
治
に
村

内
の
十
三
社
を
合
祀
し
て
髙
岡
神
社
と
称
し
た
。

●
髙
岡
神
社
①
大
日
孁
貴
命
　
外
十
六
柱

②
津
市
一
志
町
高
野
九
一
二
　
③
な
し

に ｰ４

た
か
お
か

51

伊
勢
国
司
・
北
畠
顕
能
卿
の
創
建
で
、
文
和
二
年
、
山
城
国
の
男
山
八
幡
宮
よ
り
分
霊
を

奉
祀
。
社
殿
は
三
社
相
殿
で
あ
り
、
誉
田
別
尊
、
天
児
屋
根
命
、
大
日
孁
貴
命
を
祀
る
。

後
醍
醐
天
皇
の
崇
敬
も
厚
く
、
長
慶
天
皇
も
参
詣
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。

●
八
幡
神
社
①
誉
田
別
尊
　
外
七
柱

②
津
市
美
杉
町
奥
津
一
二
三
八
　
③
な
し

へ ｰ２

は
ち
ま
ん

67
履
中
天
皇
の
御
宇
（
西
暦
五
世
紀
初
）
郷
民
が
仁
徳
天
皇
と
磐
之
媛
皇
后
の
御
遺
徳
と
慕

い
、
伊
勢
平
野
を
見
下
す
修
験
業
山
の
麓
、
雲
出
の
川
上
水
源
の
清
地
を
選
ん
で
祠
を
設

け
こ
の
二
柱
の
御
霊
を
祀
っ
た
の
が
当
若
宮
八
幡
宮
で
あ
る
。

●
若
宮
八
幡
神
社
①
大
鷦
鷯
尊
　
外
十
三
柱

②
津
市
美
杉
町
川
上
三
四
九
八
　
③
な
し

と ｰ２

わ
か
み
や
は
ち
ま
ん

68
安
政
三
年
（
一
八
五
六
年
）、
美
杉
町
奥
津
の
八
幡
神
社
よ
り
「
誉
田
別
尊
」
を
分
け
て

奉
斎
し
、社
名
を
「
八
幡
神
社
」
と
し
た
。
明
治
四
十
年
、三
多
気
宮
ノ
下
の
「
須
賀
神
社
」

ほ
か
、
村
内
十
二
社
祠
七
祭
神
を
合
祀
し
、
社
名
を
「
幡
須
神
社
」
と
改
称
。

●
幡
須
神
社
①
誉
田
別
尊
　
外
五
柱

②
津
市
美
杉
町
石
名
原
一
七
一
八
　
③
な
し

へ ｰ２

は
た 

す

69
天
文
元
年
八
月
十
六
日
勧
請
の
神
で
あ
っ
て
出
雲
大
社
の
御
分
霊
と
い
わ
れ
て
い
る
。
社

号
三
社
宮
と
崇
奉
し
て
い
た
が
、
明
治
維
新
の
際
、
國
津
神
社
と
改
称
し
た
。
明
治
四
十

年
に
村
内
七
社
を
、
大
正
十
三
年
に
境
内
社
二
荒
神
社
を
合
祀
し
て
今
に
至
る
。

●
國
津
神
社
①
大
國
主
神
　
外
九
柱

②
津
市
美
杉
町
太
郎
生
二
一
四
〇
　
③
な
し

へ ｰ１

く
に 

つ

70
後
三
条
天
皇
の
御
代
、
現
在
の
宮
山
に
神
棚
大
の
御
舎
を
造
り
祀
り
、
岡
山
美
作
国
一
之

宮
中
山
神
社
の
分
霊
を
奉
斎
し
て
、
伊
勢
国
司
北
畠
顕
能
公
の
祈
願
所
と
な
る
。
明
治
四

十
二
年
十
月
、
八
知
地
区
内
の
大
小
祠
を
合
祀
し
て
現
在
に
至
る
。

●
仲
山
神
社
①
金
山
彦
命
　
外
九
柱

②
津
市
美
杉
町
八
知
二
九
七
七
　
③
な
し

ほ ｰ２

な
か
や
ま

66

社
伝
に
昔
、
丹
波
谿
戸
と
い
う
医
師
の
信
仰
し
て
き
た
高
淤
加
美
神
、
大
国
主
命
を
官
帳

に
載
せ
る
に
際
し
、
郷
名
を
社
号
と
し
村
名
と
し
た
。
明
治
四
十
年
宮
古
の
各
社
を
当
社

に
合
祀
、
明
治
四
十
一
年
に
は
七
地
区
二
十
九
社
を
合
祀
し
て
小
川
神
社
と
し
た
。

●
小
川
神
社
①
高
淤
加
美
神
　
外
十
一
柱

②
松
阪
市
嬉
野
中
川
町
六
七
四
　
③
な
し

に ｰ４

 

お  

が
わ

43
神
鳳
抄
に
「
北
黒
野
御
厨
（
外
宮
）
南
北
黒
野
御
厨
（
外
宮
）
八
十
丁
二
十
石
四
斗
」、

大
神
宮
儀
式
帳
に「
伊
勢
国
司
供
進
荷
前
惣
税
一
千
四
百
三
十
七
束
ノ
内
一
志
神
戸
六
束
」

と
あ
り
一
志
神
戸
黒
野
御
厨
で
あ
る
。
昭
和
二
十
六
年
中
原
神
社
よ
り
分
祀
。

●
天
玉
神
社
①
素
戔
男
尊

②
松
阪
市
嬉
野
黒
野
町
一
　
③
な
し

ほ ｰ４

あ
ま
た
ま

44
明
治
四
十
一
年
一
月
十
六
日
、
旧
豊
地
村
内
の
堀
之
内
・
上
野
・
薬
王
寺
・
八
田
・
井
之
上
・

島
田
・
一
志
の
各
神
社
を
下
之
庄
八
雲
神
社
に
合
祀
の
上
、
豊
地
神
社
と
単
称
。
平
成
十

九
年
一
月
十
六
日
、
百
年
記
念
祭
で
奉
祝
。

●
豊
地
神
社
①
建
速
須
佐
之
男
命
　
外
十
一
柱

②
松
阪
市
嬉
野
下
之
庄
町
二
七
五
　
③
な
し

に ｰ４

と
よ  

ち

45
須
加
の
里
の
産
土
神
で
あ
っ
た
須
加
神
社
は
、
延
喜
式
神
名
帳
に
も
記
載
さ
れ
た
古
社
で

あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
須
加
権
現
と
称
さ
れ
た
。
明
治
四
十
一
年
に
旧
豊
田
全
域
（
川
原

木
造
の
八
雲
神
社
を
除
く
）
の
神
社
が
合
祀
さ
れ
、
数
々
の
神
社
が
祀
ら
れ
る
。

●
須
加
神
社
①
道
主
貴
神
　
外
十
五
柱

②
松
阪
市
嬉
野
権
現
前
町
四
二
二
　
③
な
し

に ｰ４

 

す    
か

42

当
神
社
は
往
古
、
皇
大
神
宮
の
神
戸
の
神
館
の
所
以
を
以
て
、
社
頭
を
館
殿
と
言
い
伝
え

『
神
鳳
抄
』
に
一
志
郡
甚
目
の
御
園
、
甚
目
御
厨
な
ど
の
名
残
が
あ
る
。
明
治
四
十
一
年

に
小
野
江
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
が
昭
和
二
十
六
年
小
野
江
神
社
か
ら
分
祀
し
た
。

●
手
力
男
神
社
①
天
之
手
力
男
尊

②
松
阪
市
甚
目
町
五
六
二
　
③
な
し

に ｰ５

 

た
ち
か
ら
お

36
従
前
は
牛
頭
天
王
（
ご
ず
て
ん
の
う
）
と
称
し
た
が
、
明
治
元
年
現
社
号
に
改
称
し
た
。

本
殿
は
神
明
造
で
手
水
鉢
に
寛
政
七
年
の
銘
文
と
石
灯
籠
に
天
保
十
年
と
あ
る
。
明
治
四

十
一
年
小
野
江
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
が
昭
和
二
十
六
年
分
祀
さ
れ
た
。

●
八
雲
神
社
①
建
速
素
盞
嗚
尊

②
松
阪
市
西
肥
留
町
一
七
一
　
③
な
し

に ｰ５

  

や  

く
も

40
従
五
位
吉
川
薩
摩
守
が
奉
仕
し
、
文
久
二
年
の
頃
ま
で
は
近
隣
十
二
ヶ
村
の
御
神
楽
一
行

に
よ
っ
て
祭
祀
さ
れ
た
。
明
治
四
十
一
年
小
野
江
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
が
昭
和
二
十
六
年

分
祀
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
八
幡
神
社
（
通
称
若
宮
さ
ん
）、
宇
佐
岐
神
社
を
合
祀
し
た
。

●
龍
森
神
社
①
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊

②
松
阪
市
甚
目
町
四
四
四
　
③
な
し

ほ ｰ５

た
つ
の
も
り

37
社
伝
に
よ
れ
ば
明
応
二
年
正
月
十
五
日
の
勧
請
で
あ
る
。
元
日
天
八
王
子
宮
と
改
称
し
、

明
治
元
年
元
社
号
に
改
め
る
。
湯
立
祈
祷
修
法
に
よ
り
、
盗
難
防
止
と
難
病
平
癒
に
霊
験

現
な
り
。
明
治
四
十
一
年
小
野
江
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
が
昭
和
二
十
六
年
分
祀
さ
れ
た
。

●
宇
気
比
神
社
①
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊

②
松
阪
市
肥
留
町
一
〇
七
　
③
な
し

に ｰ５

 

う    

け   

ひ

38
従
前
は
牛
頭
天
王
と
称
し
て
い
た
が
明
治
元
年
須
賀
神
社
と
改
称
。
社
紋
に
胡
瓜
の
花
を

用
い
て
お
り
、
河
童
を
お
そ
れ
尊
び
祭
る
た
め
だ
と
い
う
。
明
治
四
十
一
年
小
野
江
神
社

に
合
祀
さ
れ
た
が
昭
和
二
十
六
年
分
祀
さ
れ
た
。
こ
の
時
に
宇
氣
比
神
社
を
合
祀
し
た
。

●
須
賀
神
社
①
建
速
素
盞
嗚
尊

②
松
阪
市
舞
出
町
二
一
　
③
な
し

に ｰ５

 

す    

が

39

当
社
は
も
と
白
山
比
咩
神
社
で
、
加
賀
国
一
宮
白
山
比
咩
神
社
の
御
分
霊
で
、
第
三
十
六

代
孝
徳
天
皇
の
御
代
の
鎮
座
と
伝
え
ら
れ
、
鴨
長
明
尭
孝
法
印
等
の
参
宮
紀
行
に
も
記
述

が
あ
る
。
徳
川
南
龍
院
頼
宣
候
の
尊
崇
殊
に
厚
く
、
寄
進
さ
れ
て
い
る
。

●
竹
原
神
社
①
菊
理
比
咩
命
　
外
十
六
柱

②
津
市
美
杉
町
竹
原
二
六
九
二
　
③
な
し

ほ ｰ２

た
け
は
ら

63
当
社
は
、
国
司
北
畠
氏
の
所
領
で
祈
願
所
と
し
た
処
で
あ
る
。
別
当
所
と
し
て
京
都
小
室

の
福
成
寺
を
建
立
し
て
い
る
。
八
十
二
代
後
鳥
羽
院
の
御
宇
、
御
神
体
と
あ
わ
せ
て
御
神

像
を
改
造
し
た
と
し
て
、
御
神
像
の
裏
書
「
建
久
九
年
正
月
二
〇
日
造
立
」
が
あ
る
。

●
仲
山
神
社
①
金
山
彦
命
　
外
十
七
柱

②
津
市
美
杉
町
下
之
川
五
二
九
三
　
③
〇
五
九
ー
二
七
六
ー
〇
三
三
七

ほ ｰ３

な
か
や
ま

64
北
畠
顕
能
公
は
南
北
朝
時
代
、
南
朝
側
の
後
醍
醐
天
皇
に
仕
え
た
初
代
の
伊
勢
国
司
で
、

そ
の
後
、
九
代
・
約
二
百
四
十
年
間
、
南
伊
勢
を
治
め
た
。
氏
の
末
裔
に
よ
り
寛
永
年
間

に
「
北
畠
八
幡
宮
」
が
祀
ら
れ
、
明
治
十
四
年
「
北
畠
神
社
」
と
な
る
。

●
北
畠
神
社
①
北
畠
顕
能
公
　
外
二
柱

②
津
市
美
杉
町
上
多
気
一
一
四
八
　
③
〇
五
九
ー
二
七
五
ー
〇
六
一
五

へ ｰ２

き
た
ば
た
け

65
宇
氣
比
神
社
の
創
立
は
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
天
正
年
間
（
一

五
七
三
〜
九
一
）
に
こ
の
地
に
住
し
、
の
ち
真
見
の
城
主
と
な
っ
た
北
畠
国
司
の
家
臣
福

田
山
帯
刀
が
信
仰
し
た
と
も
い
わ
れ
る
の
で
、
そ
の
頃
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

●
宇
氣
比
神
社
①
天
忍
穂
耳
命
　
外
四
柱

②
津
市
白
山
町
福
田
山
八
〇
七
　
③
な
し

ほ ｰ２

 

う    

き   

ひ

62
白
山
町
の
町
名
由
来
の
七
白
山
の
一
社
。
明
治
四
十
二
年
、
家
城
地
区
の
大
小
祠
を
合
祀

し
家
城
神
社
と
単
称
。
創
建
年
は
不
詳
だ
が
、
神
社
所
蔵
の
古
神
社
扉
に
嘉
元
二
十
二
年

の
銘
が
あ
り
、
白
山
信
仰
が
鎌
倉
時
代
以
前
か
ら
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

●
家
城
神
社
①
菊
理
比
咩
命
　
外
十
二
柱

②
津
市
白
山
町
南
家
城
四
一
四
　
③
〇
五
九
ー
二
六
二
ー
四
〇
一
二

に ｰ２

い
え 

き

61

鎮
徳
上
人
が
加
賀
の
白
山
権
現
に
詣
で
、
帰
国
の
途
中
瀬
戸
ヶ
淵
で
休
ん
で
い
る
と
、
笈

の
中
か
ら
七
羽
の
白
鳥
が
飛
び
立
ち
、
七
処
に
羽
を
休
め
た
内
の
一
つ
で
あ
る
。
主
祭
神

の
左
右
に
伊
弉
諾
命
、
伊
弉
冉
命
の
二
尊
を
配
祀
す
る
の
で
「
正
白
山
」
と
い
う
。

●
白
山
比
咩
神
社
①
菊
理
比
咩
命
　
外
十
八
柱

②
津
市
白
山
町
川
口
七
一
二
〇
　
③
な
し

に ｰ３

し
ら
や
ま  

ひ   

め

57
古
文
書
に
よ
り
ま
す
と
、
天
文
二
十
二
年
八
幡
宮
の
社
僧
鎮
徳
上
人
が
加
賀
の
白
山
神
社

の
ご
分
霊
を
勧
請
さ
れ
、
そ
の
帰
途
に
白
鳥
七
羽
の
奇
瑞
が
あ
り
、
降
り
た
っ
た
所
の
一

つ
で
あ
る
小
倭
に
祠
を
建
て
、
奉
斎
し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

●
白
山
比
咩
神
社
①
菊
理
比
売
命
　
外
九
柱

②
津
市
白
山
町
南
出
八
五
一
　
③
な
し

に ｰ３

し
ら
や
ま  

ひ   

め

58
当
社
は
も
と
白
山
比
咩
神
社
と
称
し
、
鎮
徳
上
人
に
係
る
七
羽
の
白
鷺
伝
説
の
一
か
所

で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
本
殿
の
棟
札
に
、
建
徳
二
年
と
宝
永
二
年
と
あ
り
、
御
造
営

の
歴
史
が
伺
え
る
。
昭
和
初
期
に
文
部
省
か
ら
「
大
切
に
保
存
せ
よ
」
と
の
通
達
あ
り
。

●
八
ッ
山
神
社
①
菊
理
比
咩
命
　
外
十
一
柱

②
津
市
白
山
町
八
対
野
二
四
七
〇
　
③
な
し

に ｰ３

 

や   

つ   

や
ま

59
『
勢
陽
雑
記
』
に
よ
れ
ば
、
家
城
出
身
の
僧
珍
徳
が
加
賀
の
白
山
権
現
を
載
い
て
郷
里
の

瀬
戸
ヶ
淵
に
あ
る
岩
に
笈
を
お
ろ
し
て
休
憩
中
、
笈
か
ら
七
羽
の
白
鷺
が
飛
び
散
り
、
そ

れ
が
降
り
立
っ
た
七
ヶ
所
に
社
祠
が
建
て
ら
れ
た
と
あ
り
。そ
の
一
ヶ
所
が
当
社
で
あ
る
。

●
白
山
比
咩
神
社
①
菊
理
比
咩
命
　
外
九
柱

②
津
市
白
山
町
山
田
野
一
八
一
四
　
③
な
し

に ｰ２

し
ら
や
ま  

ひ   

め

60
当
二
本
木
地
区
・
三
ヶ
野
・
岡
三
地
区
は
も
と
も
と
小
倭
の
白
山
比
咩
神
社
の
氏
子
で
あ
っ

た
の
で
、
大
三
村
と
し
て
は
村
社
と
な
る
神
社
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
神
社
合
祀
を

予
想
し
て
急
に
建
立
さ
れ
た
の
が
当
社
で
あ
る
。

●
大
三
神
社
①
天
兒
屋
根
命
　
外
七
柱

②
津
市
白
山
町
二
本
木
一
〇
一
八
　
③
な
し

に ｰ３

お
お
み
つ

56  

津
地
区
（
三
十
八
社
）

①御祭神名
②住所
③電話番号

寛
永
九
年
、
津
藩
二
代
藩
主
藤
堂
高
次
公
が
千
歳
山
よ
り
現
在
地
に
神
社
を
遷
す
と
と
も

に
藩
祖
藤
堂
高
虎
公
を
合
祀
。
津
の
街
の
鎮
守
神
社
と
し
て
崇
敬
さ
れ
る
。
寛
永
十
二
年

八
月
、
初
め
て
祭
儀
を
斎
行
す
る
。
こ
れ
が
現
在
の
津
ま
つ
り
の
起
こ
り
と
な
る
。

●
津
八
幡
宮
①
応
神
天
皇
　
外
三
柱

②
津
市
藤
方
二
三
三
九
　
③
〇
五
九
ー
二
二
八
ー
三
二
四
二

は ｰ５

 

つ   

は
ち
ま
ん
ぐ
う

71
当
社
は
、
延
喜
式
内
社
で
社
宝
と
し
て
伝
わ
る
「
高
麗
狛
犬
」
に
記
さ
れ
て
あ
る
年
号
に

依
り
ま
す
と
凡
そ
一
千
二
百
年
前
か
ら
現
在
の
地
に
お
祀
り
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

●
比
佐
豆
知
神
社
①
火
之
迦
具
土
神
　
外
十
五
柱

②
津
市
鳥
居
町
二
一
〇
ー
一
　
③
〇
五
九
ー
二
二
五
ー
四
九
六
六

は ｰ５

 

ひ    

さ   

づ    

ち

72
享
保
時
代
、
安
濃
津
の
城
主
で
あ
っ
た
藤
堂
家
に
、
こ
の
地
の
町
年
寄
で
あ
っ
た
伊
藤
又

五
郎
が
建
言
し
、
稲
荷
神
社
を
創
建
。
こ
の
地
の
繁
栄
を
祈
願
し
家
屋
を
建
設
、
民
衆
に

貸
し
住
ま
わ
せ
、
歳
月
を
経
て
津
藩
最
初
の
職
人
町
と
し
て
益
々
繁
栄
し
た
。

●
稲
荷
神
社
①
倉
稲
魂
神
　
外
五
柱

②
津
市
新
東
町
塔
世
二
九
　
③
な
し

は ｰ５

い
な  

り

73
数
多
の
武
将
に
仕
え
た
高
虎
公
は
、
徳
川
家
康
公
に
起
用
さ
れ
関
ケ
原
合
戦
、
大
阪
冬
・

夏
の
陣
に
数
々
の
武
功
を
た
て
た
。多
く
の
城
の
設
計
を
手
掛
け
た
築
城
の
名
手
で
あ
る
。

当
社
名
は
公
の
諡
号
「
寒
松
院
殿
前
伊
州
羽
林
道
賢
髙
山
権
大
僧
都
」
に
よ
る
。

●
髙
山
神
社
①
藤
堂
高
虎
公
　
外
十
一
柱

②
津
市
丸
之
内
二
七
ー
一
六
　
③
〇
五
九
ー
二
二
五
ー
八
五
五
八

は ｰ５

こ
う
ざ
ん

74

鎮
座
年
代
不
明
。
現
在
の
鎮
座
地
よ
り
北
西
約
四
キ
ロ
の
所
に
大
市
村
あ
り
。
そ
の
河
岸

に
あ
る
大
市
神
社
の
社
が
洪
水
で
流
出
。
岩
田
川
の
古
松
に
か
か
る
。
里
人
が
ひ
き
あ
げ

鎮
祭
。
川
松
社
と
号
す
。
川
松
明
神
と
呼
ば
れ
産
土
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
る
。

●
大
市
神
社
①
大
市
比
売
命
　
外
十
三
柱

②
津
市
岩
田
六
ー
二
四
　
③
〇
五
九
ー
二
二
八
ー
七
六
一
五

は ｰ５

お
お
い
ち

75
天
地
造
化
八
柱
の
神
を
主
祭
神
と
し
、
か
つ
て
八
王
子
社
と
称
し
延
喜
以
前
創
建
と
伝
わ

る
。
宝
暦
九
年
に
は
後
桜
町
天
皇
よ
り
神
階
正
一
位
の
勅
額
を
賜
る
。
明
治
末
に
近
在
の

神
社
を
合
祀
、
國
魂
神
社
と
改
称
。
本
殿
東
に
稲
荷
社
、
西
に
山
の
神
を
祀
る
。

●
國
魂
神
社
①
國
狭
槌
尊
　
外
三
十
四
柱

②
津
市
西
古
河
町
二
三
ー
一
六
　
③
〇
五
九
ー
二
二
九
ー
一
九
二
〇

は ｰ５

く
に
た
ま

79
社
伝
に
よ
る
と
、
遠
い
昔
、「
景
行
天
皇
の
御
代
に
勧
請
す
」
と
あ
り
ま
す
。
延
喜
式
神

名
帳
に
「
伊
勢
国
安
濃
郡
十
座…

…

小
丹
神
社
」
と
記
さ
れ
、
郷
の
鎮
守
の
御
社
と
し
て

悠
遠
久
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

●
小
丹
神
社
①
埴
夜
須
毘
賣
命
　
外
四
柱

②
津
市
上
浜
町
六
ー
五
六
ー
一
　
③
な
し

は ｰ５

 

お  

に
の

76
宗
像
三
女
神
の
一
柱
、
美
し
い
女
神
と
し
て
有
名
。
水
の
神
、
音
楽
芸
能
、
金
運
な
ど

で
よ
く
知
ら
れ
る
。
境
内
の
大
い
ち
ょ
う
は
「
火
防
せ
の
ご
神
木
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま

れ
て
い
る
。
北
畠
家
の
守
り
神
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

●
市
杵
島
姫
神
社
①
市
杵
島
姫
命
　
外
七
柱

②
津
市
下
弁
財
町
津
興
二
三
九
一
　
③
〇
五
九
ー
二
二
八
ー
一
四
七
〇

は ｰ５

い
ち  

き 

し
ま
ひ
め

77
文
禄
元
年
、
富
田
信
濃
守
知
信
が
津
城
建
築
の
み
ぎ
り
、
城
郭
守
護
・
五
穀
豊
穣
祈
願
に

稲
荷
明
神
を
鎮
祭
。
慶
長
十
三
年
に
藤
堂
高
虎
公
入
城
後
、
津
城
内
鎮
座
の
稲
荷
明
神
の

神
霊
を
此
の
地
に
遷
す
。
平
成
十
三
年
十
二
月
末
に
社
殿
建
替
に
際
し
合
祀
。

●
丸
山
稲
荷
神
社
①
宇
迦
之
御
魂
神
　
外
二
柱

②
津
市
大
字
岩
田
字
丸
山
二
　
③
な
し

は ｰ５

ま
る
や
ま
い
な  

り

78

明
治
二
年
、
津
藩
主
藤
堂
高
猷
公
が
津
八
幡
宮
に
小
祠
を
建
て
、
戊
辰
の
役
で
戦
死
し
た

藩
士
の
御
霊
を
祀
り
、「
表
忠
社
」
と
称
し
た
の
が
始
ま
り
。
明
治
四
十
二
年
に
現
在
地

に
御
遷
座
し
、
昭
和
十
四
年
に
現
在
の
社
名
「
三
重
縣
護
國
神
社
」
と
な
る
。

●
三
重
縣
護
國
神
社
①
禁
門
の
変
・
戊
辰
戦
争
か
ら
大
東
亜
戦
争
ま
で
の

　
三
重
県
に
ゆ
か
り
あ
る
御
英
霊
六
万
三
百
余
柱

②
津
市
広
明
町
三
八
七
　
③
〇
五
九
ー
二
二
六
ー
二
五
五
九

は ｰ５

 

み    

え  

け
ん 

ご  

こ
く

91
当
社
の
勧
請
年
月
日
は
不
詳
。
明
治
四
十
四
年
加
良
比
乃
神
社
へ
合
祀
、
昭
和
二
十
五
年

加
良
比
乃
神
社
炎
上
の
厄
を
契
機
に
氏
子
一
同
逢
い
謀
り
元
の
須
賀
神
社
の
御
祭
神
を
分

祀
し
て
須
賀
神
社
と
し
て
独
立
、
昭
和
二
十
六
年
正
式
に
神
社
を
設
立
し
た
。

●
須
賀
神
社
①
建
速
須
佐
之
男
命
　
外
十
二
柱

②
津
市
垂
水
字
上
屋
敷
一
一
四
七
　
③
な
し

は ｰ５

 

す    

が

92
創
祀
に
つ
い
て
は
口
伝
等
も
な
く
不
詳
で
あ
る
。
古
く
は
元
八
王
子
宮
と
称
し
た
が
明
治

三
年
國
玉
神
社
と
改
称
し
、明
治
三
十
九
年
神
社
合
祀
が
時
の
内
閣
よ
り
敢
行
さ
れ
る
と
、

明
治
四
十
二
年
に
近
隣
の
蛭
子
神
社
な
ど
十
一
社
を
合
祀
し
雲
出
神
社
と
称
す
。

●
雲
出
神
社
①
大
国
御
魂
神
　
外
二
十
四
柱

②
津
市
雲
出
本
郷
町
一
二
一
一
　
③
な
し

に ｰ５

く
も  

ず

93
往
古
よ
り
続
く
御
田
植
祭
は
毎
年
五
月
に
催
行
さ
れ
、
御
田
植
歌
の
歌
詞
か
ら
も
神
宮
と

の
深
い
関
係
を
伺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
拝
殿
前
に
田
を
造
り
神
職
が
歌
を
奉
唱
す
る

中
、
早
乙
女
が
松
葉
を
苗
に
見
立
て
て
植
栽
し
地
域
の
豊
作
と
平
和
を
祈
願
す
る
。

●
一
御
田
神
社
①
高
御
産
巣
日
神
・
神
産
巣
日
神
　
外
十
二
柱

②
津
市
一
身
田
町
六
七
九
　
③
な
し

ろ ｰ５

い
ち  

み   

た

94
後
醍
醐
天
皇
を
奉
じ
建
武
新
政
の
樹
立
に
貢
献
し
た
結
城
宗
広
公
を
祀
る
神
社
。
公
は
当

地
で
没
し
、墓
に
は
塚
の
上
に
六
体
地
蔵
が
置
か
れ
、結
城
塚
と
呼
ば
れ
た
。一
八
二
四
年
、

津
藩
の
藩
主
藤
堂
高
兌
に
よ
り
社
殿
が
造
営
さ
れ
て
よ
り
結
城
神
社
と
な
る
。

●
結
城
神
社
①
結
城
宗
広
・
結
城
親
光
以
下
殉
難
戦
没
将
士
　
外

②
津
市
藤
方
二
三
四
一
　
③
〇
五
九
ー
二
二
八
ー
四
八
〇
六

は ｰ５

 

ゆ
う 

き

90

創
立
月
日
は
不
詳
で
あ
る
が
天
慶
五
年
（
九
四
二
）
の
大
神
主
大
乃
己
所
重
久
の
記
し
た

縁
起
書
（
写
）
に
大
物
主
神
御
鎮
座
を
記
し
て
あ
る
。
ま
た
、鬼
退
治
（
大
物
主
神
勧
請
）

の
伝
説
等
も
あ
り
天
慶
以
前
の
創
立
と
伝
え
る
。

●
大
乃
己
所
神
社
①
大
物
主
神
　
外
十
一
柱

②
津
市
一
身
田
大
古
曽
一
七
三
九
　
③
な
し

ろ ｰ４

お
お  

の  

こ    

そ

95
詳
細
不
詳
。
伊
勢
街
道
に
面
す
る
。
逆
川
の
由
来
は
、
周
辺
の
小
川
が
地
形
の
関
係
で
山

向
き
に
流
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
例
祭
日
は
毎
年
夏
の
土
用
の
丑
の
日
で
、
社
頭
に
は

牛
の
座
像
（
石
像
）
が
置
か
れ
て
い
る
。
境
内
北
東
に
は
大
池
（
弁
天
池
）
あ
り
。

●
逆
川
神
社
①
伊
邪
那
美
命
　
外
十
柱

②
津
市
栗
真
小
川
町
二
七
五
　
③
な
し

ろ ｰ５

さ
か
が
わ

99
創
立
年
月
日
は
不
詳
。
熊
野
神
社
と
通
称
さ
れ
、
元
豊
野
の
鎮
座
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四

十
一
年
に
大
乃
己
所
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
六
年
に
至
り
、
氏
子
の

総
意
に
よ
っ
て
大
乃
己
所
神
社
か
ら
分
祀
さ
れ
元
の
社
地
に
祀
ら
れ
現
在
に
至
る
。

●
八
幡
神
社
①
譽
田
別
尊
　
外
三
柱

②
津
市
一
身
田
豊
野
一
〇
五
二
　
③
な
し

ろ ｰ５

は
ち
ま
ん

96
創
立
年
月
日
不
詳
。
元
豊
野
の
鎮
座
で
あ
っ
た
が
、
明
治
四
十
一
年
に
大
乃
己
所
神
社

に
合
祀
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
二
十
六
年
に
氏
子
の
総
意
に
よ
っ
て
大
乃
己
所
神
社

か
ら
分
祀
さ
れ
、
元
の
社
地
に
祀
ら
れ
現
在
に
至
る
。

●
宇
氣
比
神
社
①
市
寸
島
比
売
命
　
外
五
柱

②
津
市
一
身
田
豊
野
二
一
〇
一
ー
二
　
③
な
し

ろ ｰ５

 

う    

け   

ひ

97
天
應
元
年
（
七
八
一
）
酉
年
八
月
十
一
日
鎮
座
と
の
申
し
伝
え
が
あ
る
。
当
社
は
往
昔
よ

り
七
社
大
明
神
と
称
え
ら
れ
、見
初
大
明
神
の
神
殿
に
八
王
子
、稲
荷
、八
幡
、春
日
、神
明
、

大
梵
天
王
七
座
神
を
奉
祀
し
て
尊
崇
を
得
た
。

●
大
乃
己
所
神
社
①
譽
田
別
命
　
外
七
柱

②
津
市
一
身
田
中
野
六
九
四
　
③
な
し

は ｰ５

お
お  

の   

こ
　
そ

98

当
社
の
創
祀
は
、延
喜
以
前
で
あ
る
が
、年
代
は
不
明
で
あ
る
。長
谷
置
染
連
が
そ
の
祖
先
、

神
饒
速
日
命
を
祭
り
、
産
土
神
と
し
た
の
が
創
祀
と
伝
え
ら
れ
る
。

●
置
染
神
社
①
神
饒
速
日
命
・
天
照
大
御
神
　
外
四
柱

②
津
市
産
品
四
八
四
　
③
な
し

は ｰ４

お
き
ぞ
め

86
創
祀
は
不
詳
。
分
部
村
の
城
主
、
分
部
左
京
亮
殿
の
氏
神
で
あ
っ
た
。
盛
衰
を
経
て
、
明

治
四
十
年
、
野
図
神
社
な
ど
六
社
を
合
祀
し
、
現
在
に
至
る
。

●
平
泉
神
社
①
大
穴
牟
遅
命
　
外
八
柱

②
津
市
分
部
一
五
四
一
　
③
な
し

は ｰ４

ひ
ら
い
ず
み

87
康
平
年
中
、
伊
勢
大
神
宮
司
従
五
位
下
大
中
臣
朝
臣
宣
衡
、
殿
村
前
司
と
称
し
て
、
代
々

相
継
い
で
き
た
が
、
永
暦
二
年
（
一
〇
七
八
）、
宣
衡
そ
の
祖
先
を
祀
っ
て
殿
岡
大
明
神

と
崇
め
、
里
人
も
そ
の
神
徳
を
慕
い
、
爾
来
九
百
年
の
氏
神
と
な
っ
て
い
る
。

●
殿
岡
神
社
①
天
児
屋
根
命
　
外
九
柱

②
津
市
殿
村
九
五
九
　
③
な
し

は ｰ４

と
の
お
か

85
も
と
、
八
王
子
と
い
う
小
字
に
奉
斎
し
て
い
た
が
、
寛
文
年
中
（
一
六
六
一
〜
七
三
）
に

当
地
へ
奉
遷
し
た
と
い
う
。
明
治
四
十
年
に
須
賀
神
社
な
ど
五
社
を
合
祀
し
、
明
治
四
十

四
年
稲
荷
神
社
を
合
祀
し
た
。

●
宇
気
比
神
社
①
八
柱
神
　
外
六
柱

②
津
市
小
舟
五
〇
二
　
③
な
し

は ｰ４

 
う   
き   

ひ

88
創
祀
は
不
詳
で
あ
る
が
、
神
代
よ
り
こ
こ
に
存
し
た
と
伝
え
る
。
又
、
中
興
さ
れ
た
の
は

天
命
開
別
天
皇
淡
海
國
滋
賀
宮
に
天
下
を
治
め
ら
れ
た
時
に
伊
勢
国
に
旱
魃
甚
だ
し
き
こ

と
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
勧
請
な
さ
れ
た
と
伝
え
る
。

●
石
積
神
社
①
大
山
祇
神
・
国
之
常
立
命
　
外
十
五
柱

②
津
市
河
辺
町
一
三
二
六
　
③
な
し

は ｰ４

い
し
だ
て

89

倭
姫
命
が
天
照
大
御
神
を
奉
戴
し
御
廻
歴
の
際
、御
神
記
に
準
し
神
殿
を
建
築
し
て
鎮
座
。

水
利
不
便
な
た
め
、
片
樋
宮
と
称
し
奉
る
。
四
年
経
て
、
神
託
あ
り
て
他
所
に
遷
座
、
宮

跡
に
御
倉
板
舉
神
・
伊
豆
能
賣
神
二
柱
を
鎮
座
し
て
、
加
良
比
乃
神
社
と
称
す
。

●
加
良
比
乃
神
社
①
御
倉
板
挙
神
・
伊
豆
能
賣
神
　
外
十
七
柱

②
津
市
藤
方
森
目
三
三
五
　
③
な
し

は ｰ５

  

か   

ら   

ひ   

の

80
当
社
は
合
祀
の
神
々
十
七
柱
を
御
祭
祀
す
る
お
宮
で
あ
り
ま
す
。特
に
神
戸
の
天
満
宮
は
、

後
陽
成
天
皇
の
御
代
、
各
国
に
一
社
の
天
満
宮
が
お
鎮
ま
り
に
な
っ
た
由
、
記
録
に
あ
り
、

又
、
伊
藤
博
文
公
よ
り
「
天
満
宮
」
の
自
筆
神
額
文
の
寄
進
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

●
神
戸
乃
神
社
①
菅
原
道
真
公
　
外
十
六
柱

②
津
市
神
戸
一
九
四
四
　
③
〇
五
九
ー
二
二
七
ー
四
六
一
九

は ｰ４

か
ん  

べ    

の

84
伊
勢
の
国
が
生
ん
だ
二
大
国
学
者
、
本
居
宣
長
と
並
び
称
さ
れ
る
谷
川
士
清
を
祀
る
。
大

正
十
三
年
、
古
世
子
神
社
跡
地
へ
創
建
さ
れ
、
境
内
に
は
士
清
の
築
い
た
反
古
塚
が
残
る
。

神
社
よ
り
徒
歩
五
分
の
場
所
に
国
指
定
史
跡
の
谷
川
士
清
旧
宅
が
あ
る
。

●
谷
川
神
社
①
谷
川
士
清
翁

②
津
市
押
加
部
町
七
ー
三
一
　
③
な
し

は ｰ５

た
に
が
わ

81
病
気
平
癒
、
特
に
婦
人
病
を
祈
願
す
る
者
多
数
。
毎
年
一
月
八
日
・
第
二
日
曜
日
・
十

六
日
に
湯
立
て
神
事
が
行
な
わ
れ
、
無
病
息
災
を
願
う
。

●
高
茶
屋
神
社
①
粟
嶋
神
　
外
二
十
二
柱

②
津
市
高
茶
屋
一
ー
二
九
ー
二
七
　
③
な
し

に ｰ５

た
か
じ
ゃ 

や

82
当
社
は
、
垂
仁
天
皇
皇
女
倭
姫
命
・
天
照
大
御
神
を
奉
じ
、
五
年
間
こ
の
地
に
鎮
座
ま
し

ま
し
。
そ
の
宮
跡
に
孝
謙
天
皇
安
濃
社
を
建
て
、
天
照
大
御
神
を
鎮
座
す
と
あ
り
。
後
に

神
明
宮
と
通
称
し
、
天
児
屋
根
命
・
応
神
天
皇
を
合
殿
に
鎮
祭
せ
る
。

●
神
館
神
社
①
天
照
大
御
神
　
外
二
柱

②
津
市
半
田
一
七
三
三
　
③
〇
五
九
ー
二
二
八
ー
一
四
六
二

は ｰ５

か
ん
た
ち

83

蔵
の
棟
札
に
「
奉
造
立
大
梵
天
皇
大
永
七
年
丁
亥
霜
月
十
日
」
と
あ
り
、
当
神
社
山
麓
の

長
泉
寺
に
蔵
す
る
古
記
録
に
も
同
様
記
述
あ
り
。
即
ち
当
神
社
は
大
永
七
年
に
御
遷
座
あ

り
し
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

●
須
賀
神
社
①
須
佐
之
男
命
　
外
十
九
柱

②
津
市
高
野
尾
町
三
五
四
六
ー
二
　
③
な
し

ろ ｰ４

  

す  

が

106
安
産
・
長
寿
・
海
上
安
全
な
ど
で
よ
く
知
ら
れ
る
。と
り
わ
け
安
産
守
護
の
御
神
徳
は
有
名
。

昭
和
六
十
二
年
六
月
十
五
日
、宮
城
県
塩
釜
市
鹽
竈
神
社
の
御
分
霊
を
受
け
祀
っ
て
い
る
。

●
塩
釜
神
社
①
鹽
土
老
翁
神
　
外
三
柱

②
津
市
雲
出
伊
倉
津
町
九
九
三
　
③
〇
五
九
ー
二
三
四
ー
四
三
四
六

に ｰ５

し
お
が
ま

107
明
治
四
十
一
年
に
八
王
子
社
・
若
宮
八
幡
神
社
・
明
神
神
社
・
天
王
神
社
（
天
王
二
座
）・

愛
宕
神
社
が
合
祀
さ
れ
須
賀
神
社
と
改
称
し
現
在
に
至
る
。
平
成
十
三
年
、
神
殿
と
拝
殿

を
造
営
し
た
。
山
の
神
も
境
内
に
祀
ら
れ
る
。

●
須
賀
神
社
①
須
佐
之
男
命

②
津
市
大
里
山
室
町
三
七
五
　
③
な
し

ろ ｰ５

  

す  

が

105
創
立
年
月
日
は
不
詳
。
当
社
は
元
豊
野
の
鎮
座
で
あ
っ
た
が
明
治
四
十
一
年
に
大
古
曽
の

大
乃
己
所
神
社
へ
合
祀
さ
れ
た
が
、
昭
和
二
十
六
年
氏
子
の
総
意
に
よ
り
、
社
殿
等
境
内

設
備
を
整
え
大
乃
己
所
神
社
よ
り
分
祀
し
元
の
社
地
に
設
立
し
た
。

●
八
柱
神
社
①
天
穂
日
命
　
外
一
柱

②
津
市
一
身
田
豊
野
一
二
七
七
　
③
な
し

ろ ｰ５

や
は
し
ら

108

創
立
不
詳
で
あ
る
が
持
統
天
皇
の
伊
勢
行
幸
の
際
に
田
地
を
賜
り
慶
長
六
年（
一
六
〇
一
）

に
社
領
一
石
を
領
主
よ
り
寄
進
さ
れ
た
と
伝
わ
る
。
明
治
四
十
一
年
に
境
内
社
を
合
祀
。

七
月
に
は
夏
祭
り
に
併
せ
町
屋
百
人
衆
に
よ
る
「
龍
踊
り
」
が
奉
納
さ
れ
る
。

●
千
王
神
社
①
神
倭
伊
波
礼
毘
古
命
（
神
武
天
皇
）　
外
七
柱

②
津
市
栗
真
町
屋
町
九
四
六
　
③
な
し

は ｰ５

せ
ん
の
う

100
織
田
信
長
の
戦
乱
に
よ
り
、
神
霊
を
伊
勢
神
宮
に
遷
ら
せ
給
う
た
時
に
、
山
田
地
方
に
暴

風
が
頻
発
。
そ
こ
で
神
宣
を
伺
わ
し
む
る
に
、
こ
れ
石
積
神
の
祟
り
な
り
と
あ
り
。
神
霊

を
鈴
鹿
の
山
続
き
で
南
に
溜
池
、
北
に
里
あ
る
所
の
当
社
の
旧
社
地
に
奉
遷
し
た
。

●
石
積
神
社
①
大
山
祇
神
　
外
六
柱

②
津
市
大
里
窪
田
町
一
五
〇
一
　
③
な
し

ろ ｰ４

い
し
づ
み

104
創
立
年
月
不
詳
。
例
祭
日
（
七
月
十
一
日
）
夜
、
悪
疫
退
散
な
ど
を
願
う
特
殊
神
事
「
や

ぶ
ね
り
」
斎
行
。
ま
た
毎
年
初
午
の
日
を
中
心
に
厄
祓
い
の
獅
子
舞
神
事
が
町
内
で
行
わ

れ
る
。
い
ず
れ
も
江
戸
時
代
か
ら
続
く
神
事
で
、
両
者
と
も
津
市
無
形
文
化
財
に
指
定
。

●
八
雲
神
社
①
須
佐
之
男
命
　
外
十
六
柱

②
津
市
白
塚
町
四
五
五
八
　
③
〇
五
九
ー
二
三
二
ー
一
五
〇
二

ろ ｰ５

 

や 

ぐ
も

101
旧
片
田
村
に
古
く
か
ら
鎮
座
し
て
い
た
九
社
を
、
明
治
政
府
が
出
し
た
勅
命
「
神
社
合

祀
政
策
」
に
よ
り
明
治
四
十
一
年
、
井
戸
町
の
中
山
神
社
に
合
祀
し
、
無
格
社
・
小
祠

二
十
四
社
を
も
併
せ
祀
り
、
新
し
い
社
殿
を
設
け
八
乳
合
神
社
と
改
称
し
た
。

●
八
乳
合
神
社
①
少
彦
名
命
　
外
八
柱

②
津
市
片
田
井
戸
町
二
〇
〇
ー
一
　
③
な
し

は ｰ４

 

や   

ち  

あ
い

102
延
喜
式
神
名
帳
に
そ
の
名
が
あ
り
、
正
天
神
社
又
は
天
満
宮
八
王
子
両
社
と
称
さ
れ
た
時

代
も
あ
っ
た
が
、
明
治
に
な
り
現
社
名
に
復
し
た
。
明
治
二
年
三
月
、
明
治
天
皇
が
神
宮

に
御
参
拝
の
御
途
次
に
は
、
特
に
代
拝
を
差
遣
さ
れ
た
由
緒
あ
る
神
社
で
あ
る
。

●
多
為
神
社

①
天
之
穂
日
命
　
外
十
八
柱

②
津
市
大
里
睦
合
町
一
五
二
五
　
③
な
し

ろ ｰ５

 

た   

い

103  

久
居
地
区
（
七
社
）

①御祭神名
②住所
③電話番号

平
安
時
代
中
期
の
「
延
喜
式
神
名
帳
」
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
式
内
社
で
あ
る
。
久
居
藩
設

置
以
前
か
ら
当
時
の
村
域
の
氏
神
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
、
明
治
六
年
に
は
村
社
に
列
せ

ら
れ
、
同
四
十
四
年
に
は
各
支
郷
の
神
社
を
合
祀
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

●
川
併
神
社
①
五
男
三
女
神
　
外
三
柱

②
津
市
久
居
元
町
二
〇
九
九
　
③
〇
五
九
ー
二
五
六
ー
二
六
九
八

に ｰ４

か
わ  

い

109
当
敏
太
神
社
は
、
皇
祖
彦
火
火
出
見
命
と
そ
の
后
で
あ
ら
れ
る
豊
玉
姫
命
を
祀
る
由
緒
深

い
社
で
あ
り
、
神
武
天
皇
以
前
よ
り
祀
ら
れ
今
日
に
至
る
ま
で
二
千
有
余
年
の
長
い
間
、

氏
子
の
皆
様
方
を
初
め
敬
慕
さ
れ
る
方
々
の
厚
い
信
仰
の
的
と
な
っ
て
い
る
。

●
敏
太
神
社
①
彦
火
火
出
見
命
　
外
一
柱

②
津
市
戸
木
町
二
四
三
六
　
③
〇
五
九
ー
二
五
五
ー
三
九
一
八

に ｰ４

と
し  

た

110
人
皇
四
十
五
代
聖
武
天
皇
の
御
宇
奈
良
朝
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
豊
前
国
九
州
の
宇
佐
の

宮
よ
り
勧
請
し
た
古
い
八
幡
宮
。
寛
正
三
年
他
の
六
棟
札
は
津
市
指
定
文
化
財
。
明
治
四

十
一
年
三
月
合
祀
令
に
よ
り
七
栗
地
区
各
字
の
二
十
五
社
を
七
栗
神
社
に
合
祀
さ
れ
た
。

●
七
栗
神
社
①
品
陀
和
気
命
　
外
九
柱

②
津
市
庄
田
町
一
八
一
　
③
〇
五
九
ー
二
五
二
ー
一
〇
二
四

に ｰ４

な
な
く
り

111
延
暦
二
十
年（
八
〇
一
）頃
創
立
。延
喜
式
神
名
帳「
式
内
稲
葉
神
社
」氏
子
地
域
の
稲
葉
は
、

元
多
野
田
村
蝿
田
村
を
合
せ
、
村
の
産
土
神
と
し
て
鎮
座
の
二
座
並
殿
の
神
社
で
あ
る
。

社
の
後
ろ
に
大
石
が
あ
り
、
土
地
で
は
「
懸
税
の
御
霊
石
」
と
称
す
。

●
稲
葉
神
社
①
大
年
命
　
外
六
柱

②
津
市
稲
葉
町
四
六
二
　
③
〇
五
九
ー
二
五
二
ー
〇
三
五
九

は ｰ４

い
な 

ば

112

古
に
は
都
人
が
こ
の
地
で
身
を
清
め
る
た
め
に
湯
垢
離
を
し
て
、伊
勢
に
参
拝
し
て
い
た
。

安
土
桃
山
時
代
、
湯
治
場
で
あ
る
榊
原
温
泉
の
「
温
泉
大
明
神
」
と
し
て
祀
ら
れ
、
近
年

は
境
内
の
大
黒
様
の
「
恋
こ
槌
」
が
良
縁
を
求
め
る
参
拝
者
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

●
射
山
神
社
①
大
己
貴
命
　
外
十
八
柱

②
津
市
榊
原
町
五
〇
七
三
　
③
〇
五
九
ー
二
五
二
ー
一
〇
二
四

は ｰ３

 

い  

や
ま

113
当
社
は
、
往
昔
よ
り
山
辺
の
行
宮
式
内
物
部
神
社
と
呼
ば
れ
崇
敬
さ
れ
て
い
た
。
神
殿
内

に
は
二
座
祀
ら
れ
て
あ
っ
た
。
建
速
須
佐
之
男
命
、
物
部
連
公
・
新
家
連
公
そ
の
祖
先
の

宇
麻
志
麻
遅
命
を
相
殿
に
祭
祀
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
村
名
も
同
様
に
起
因
す
る
。

●
物
部
神
社
①
宇
麻
志
麻
遅
命
　
外
二
十
三
柱

②
津
市
新
家
町
五
六
三
　
③
な
し

に ｰ４

も
の
の 

べ

114
明
治
四
十
四
年
八
月
「
一
村
一
社
制
度
」
に
よ
り
初
代
木
造
城
城
主
木
造
顕
俊
が
、
明

徳
三
年
（
一
三
九
二
）
に
「
石
清
水
八
幡
宮
」
を
勧
請
し
た
「
八
幡
宮
」
他
、
村
内
の

六
社
が
合
祀
さ
れ
地
域
の
氏
神
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

●
木
造
神
社
①
品
陀
和
氣
尊
　
外
十
二
柱

②
津
市
木
造
町
八
九
四
　
③
〇
五
九
ー
二
五
六
ー
二
六
九
八

に ｰ５

こ  

つ
く
り

115

神
社
参
拝
案
内
図

● 

安
芸
地
区

● 

一
志
地
区

●  

津 

地
区

● 

久
居
地
区


